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◆第二研究：質問紙調査 （研究倫理承認番号 15118） 
(1)研究対象及び期間：研修修了生 208名（2007～2014年度）、調査期間 2016年 3月 15～31日。 
(2)調査方法及び結果：第一研究の結果を基にアンケート調査票作成。郵送法で実施。返信 75通、その
うち有効回答 74通（有効回収率 35.5％）。 
(3) 分析：【回答者】回答者は女性 82.4％。介護福祉士資格取得年齢は 40代が最も多く 40.5％。研修
受講開始年齢は 40歳代が最も多く 39.2％。現在の年齢は 50代が最も多く 33.8％。【研修後】ほとんど
受講生は介護職場で働き続けているが、職場の部署に変化がある。受講開始時「介護職員」77.0％だっ
たが、現在は 54.1％に減少した。一方、「介護支援専門員または生活相談員」は 14.9％→27.0％と増加
し、部署は介護職を離れたと推測される。なお「スタッフ」は 31.6％→25.0％と減少したが、「主任・
介護長」は 21.1％→25.0％と増加し、研修がキャリアアップに影響を与えている可能性がある。【受講
理由】「スキルアップのため積極的に研修に参加した」が最も高く 81.1%。一方「施設長または上司から､
研修に参加するよう要請された」は 13.5%。参加者の多くは本研修に積極的かつ自主的に参加していた
と考えられる。【研究効果】研修は「有効であった」が 64.9％。【同僚への参加推奨】「是非とも参加す
るよう強く進める」「参加したほうがよいと勧める」が計 75.6%。【印象に残っている、今の仕事に役立
っている科目】「ケア場面での気づきと助言」が最も割合が高かった。「ケア場面での気づきと助言」の
スキル習得に関する有効性があることが示唆された。【周囲の評価】職場での評価は、受講者自身の視
点に多角化がみられたこと、チームメンバーへの配慮について向上したとなどが、評価された。【研修
受講後の職場の変化】自分自身で感じることでは、「チーム全体で利用者の尊厳を損なわないことにつ
いての意識が高まった」が最も割合が高かった。職場から言われることでは、「チームのメンバーのや
る気がでて､雰囲気がよくなった」が最も割合が高かった。職場への影響として利用者に対する尊厳の
理解やチームメンバーのやる気を向上させたことなど、波及効果が推察される。 
◆今後の課題：研修効果が推察されるが、部署の移動の要因など受講後の分析は今後の課題である。ま
た、今回の結果は回答者のみの結果であり、未回答者の検討も課題である。 
◆謝辞：ご協力頂いた「会」及び事業者・介護福祉士に感謝申し上げる。 
◆学会発表・論文発表：2016年度に、日本介護学会、東海北陸ブロック研修会、日本介護福祉学会等で
発表予定、また日本介護福祉学会誌・聖隷クリストファー大学社会福祉学会学会誌等に投稿予定。 
